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武蔵小山駅前通り地区
市街地再開発組合　　

理事長　三澤　達司

地元商店街に活気を生み出す

武蔵小山駅前通り地区第一種市街地再開発事業
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シティタワー武蔵小山　完成

西側外観・歩行者通路

屋上からの眺望

２階北側通路
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■工　事　名：武蔵小山駅前通り地区第一種市街地再開発事業
■工　事　場　所：東京都品川区小山３－－１～３
■建　築　主：武蔵小山駅前通り地区市街地再開発組合
■設計・監理：株式会社アール・アイ・エー
■施　　　工：五洋建設株式会社
■構　　　造：ＲＣ一部Ｓ造（免震構造）
■規　　　模：〈敷地面積〉，㎡〈建築面積〉，㎡〈延床

面積〉，㎡
■階　　　数：地下２階地上階
■用　　　途：住宅、店舗、公益施設、駐車場等
■工　　　期：年３月日～年６月日

撮影沖裕之（Blue Hours）
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　――開発の経緯は。
　「当地区は、完成当時『東洋一』と呼ばれたアーケー
ドを擁し、人が行き交う街でした。しかし、商店街事業
継承が円滑に進まず、にぎわいは停滞傾向にありました。
また、狭い道路や老朽化した建物の密集による防災性低
下などの課題も抱えていました。そこで、東京都の『東
京のしゃれた街並みづくり推進条例』に基づき、密集市
街地の解消と敷地の共同化や土地の有効利用、商業活性
化を目指して事業を進めてきました。本開発は、同条例
の指定地区第一号です」
　――再開発による街並みの変化は。
　「階建ての超高層棟を核とする複合施設を開発しま
した。超高層棟は住宅中心で、低層棟には品川区の荏原
第一地域センター・区民集会所といった公益施設、中層
棟にはミニスーパーや医療モールなどが入居予定です。
駅前の道路新設と駅前通り（区道道路２号）の拡幅で歩
行者と車両の回遊性も向上しました。さらに、緑化や公
開空地整備を行い、街にうるおいを創出しました」
　――完成に寄せる期待を教えてください。
　「再開発にあたり、多大なるご協力をいただいた東京
都ならびに品川区、そして事業関係者のみなさまに感謝
申し上げます。完成によって街ににぎわいと人の輪が生
まれることを願っております。そのためにも、地元商店
街の方々とともに、駅前を散歩しながら楽しめる街づく
りを進めていきたいと考えています」。

　シティタワー武蔵小山は、駅前広場やパル
ム商店街のにぎわいから一歩奥に入った、お
ちついた雰囲気の街区に位置しています。
　この場所にふさわしいイメージとして、や
わらかい印象の色彩をまとったタワー、それ
をしっかり支えるシックな基壇部、そのまわ
りを彩る豊かな緑といった、少し大人なたた
ずまいを目指しました。
　遠くから眺めると、空にとけこむようなス
レンダーな建物がやさしい存在感を放ってい
ます。
　その足元には、立体的な奥行きを感じる心
地よいまちのような空間が生まれました。
　緑にあふれた広場や歩道、建物を貫通し自
由に行き来できる通路などを、周辺の広場や
歩道につながるよう随所に配置し、まちを自
由に回遊する楽しさを創りだしています。
　さらに建物２階には奥の広場まで続くデッ
キテラスがひろがり、ぐるぐると歩きまわる
ことができます。
　夜はまぶしすぎないあたたかい灯りがまち
を彩り、昼夜をとわず歩く楽しさを演出しま
す。
　駅前の通り沿いには、昔そこにあった商店
街のにぎわいの記憶を継承するようにお店が
並び、さらに地域の皆さんのつながりを支え
る集会場も設けられました。広場にはたくさ
んの人が腰かけられるベンチが設けられ、ま
ちのあらたなコミュニティを生み出します。
　ようやく産声をあげたシティタワー武蔵小
山がこのまちにやさしく迎えられ、みなさん
の馴染みある居場所となっていくことを願っ
ております。
　株式会社アール・アイ・エー
　東京本社設計本部　設計第二部　

部長　小野正道

　武蔵小山駅前通り地区市街地再開発組
合が進めていた「武蔵小山駅前通り地区
第一種市街地再開発事業」が完了した。
住居・商業・公益施設一体の複合施設
「シティタワー武蔵小山」を建設したほ
か、道路の拡幅や歩行者空間の整備を行
った。シティタワー武蔵小山は高さ

ｍ地下２階地上階建て、総戸数戸。
東急目黒線武蔵小山駅から徒歩１分の立
地。当地区には、完成当時「東洋一」と
呼ばれたアーケードがあり、再開発によ
りさらに住民の誘致や回遊性向上が図ら
れる。設計・監理はアール・アイ・エー、
施工は五洋建設が手がけた。


